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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

・ 微生物叢*1の変化はさまざまな病気に影響を与えますが、肺線維症と微生物叢との

関係は十分わかっていませんでした。 

・ 本研究では、消化管の“ありふれたカビ”であるカンジダ*2（Candida albicans） 

 が腸内で増殖すると肺線維症が悪化することをマウス実験で初めて明らかにしまし 

 た。 

・ この肺線維症の悪化に生物叢
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・ DOI：10.1002/path.6169 

https://pathsocjournals.onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/path.6169



*2カンジダ：消化管や皮膚に存在する微生物で、真菌(カビ)の一種。免疫力が正常な人 

で問題になることは少ない反面、免疫力が低下した人や抗菌薬を投与された人で問 

題になることがある。 

 
*3 Th17：ヘルパーT 細胞の一種。IL-17A というサイトカインを分泌して多くの病気 

に関係している。 
 
*4 内皮間葉転換：内皮細胞が間葉系細胞の特性を獲得するプロセス。間葉系細胞には、

線維芽細胞などの線維化の進展にかかわる細胞が含まれる。 
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